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沖縄県の施策
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情報通信技術（ICT）の発展

沖縄IT産業の歩み

世の中の主な出来事
（緑字は沖縄県）

集積・基盤整備・高度化の時代黎明・創業・普及の時代

ハードウェアの時代（国産化／リアルタイム処理／小型化／高級言語／ATM) ネットワークの時代ソフトウェアの時代 ビッグデータの時 代（パケット通信／インターネット／マルチメディア／テレビ電話・会議／EC／スマートフォン・SNS)（標準OS／PC／OA／光ケーブル／LAN) （クラウド／AI／ロボット／IoT／VR／DX)

1970 1973 ・固定相場制（1ドル＝360円）から
  変動相場制へ移行
・第１次オイルショック

1976 1978

1972

・コザ暴動
・国政参加選挙
・大越百貨店が沖縄三越となる

1979
第2次オイルショック

19691966

1968

1985
・プラザ合意
・科学万博‐つくば85開催
・日本縦貫「光ファイバケーブル」完成

1987

・国鉄の分割・民営化
・海邦国体（第42回国民体育大会）開催
・沖縄コンベンションセンターが完成
・沖縄自動車道開通
・那覇新都心となる米軍住宅地区返還

1989

・中国天安門事件
・ベルリンの壁崩壊
・昭和天皇崩御。「平成」に改元
・消費税（税率３％）導入
・「ひめゆり平和祈念資料館」が開館

1990

・湾岸戦争勃発　・東西ドイツ統一
・沖縄県庁新庁舎が落成
・県内初の美術館、浦添市美術館開館
・第1回「世界のウチナーンチュ大会」開催
・大田昌秀知事就任

1992

・国連環境開発会議（地球サミット）開催
・首里城公園開園、首里城正殿が復元
・NHK大河ドラマ「琉球の風」放送

2000
ITバブル崩壊 
・万国津梁館にて、九州・沖縄サミット
　（第26回主要国首脳会議））開催
・琉球王国のグスク及び関連遺産群、世界遺産登録

2002
･欧州統一通貨「ユーロ」の
 貨幣流通開始
・沖縄美ら海水族館オープン
・國映館閉館

2004 2008
リーマン・ショック

2011
東日本大震災発生
・学校法人沖縄科学技術大学院大学
（OIST）設立

2015

1993

日本初のプロサッカーリーグ
Jリーグ開幕

1975
1974 ・コザ市と美里村が合併し、沖縄市誕生・ハローキティ誕生　・セブンイレブン設立、翌年江東区に1号店

・ロッキード事件
1980
イラン・
イラク戦争勃発

・730（ナナサンマル）左側通行開始
・西銘順治知事就任

1986
・ソ連のチェルノブイリで原発事故
・沖縄県立芸術大学開学

1991
・ソビエト連邦解体　・ピナツボ火山噴火
・日経平均株価2万円割、バブル終焉
・伊江朝雄氏が沖縄開発庁長官就任、沖縄県出身者
初の大臣誕生　　・パレットくもじ開館

1995 1997
・阪神・淡路大震災発生  ・地下鉄サリン事件
・関西空港開港
・安室奈美恵のブレイク ・沖縄県公文書館が開館
・大田知事、軍用地使用に係る代理署名拒否

1998

長野冬季オリンピック開催
稲嶺恵一知事就任

2001
・米国で同時多発テロ発生
・NHK朝ドラ「ちゅらさん」放送、
以降パート４までシリーズ化

2003 2006
･イラク戦争勃発
・沖縄都市モノレール「ゆいレール」開通
・サッカークラブ「FC琉球」設立

2007
･郵政民営化・分社化
・沖縄県立美術館・博物館開館

2010
・興南高校、甲子園春夏連覇
・奥武山に現在の
　沖縄セルラースタジアムが完成

2014
・消費税８％へ
・ゆいレール「OKICA」導入
・沖縄三越閉店
・翁長雄志知事就任

2016
・「第5期科学技術基本計画」が閣議決定、Society5.0提唱

2018

2020
新型コロナの発生、世界的にパンデミックが起こる
新型コロナの影響で、観光業を中心に沖縄経済が疲弊

2019
・消費税10％へ
・入域観光客数1,000万人突破
・首里城 正殿が火災で消失

2021

・那覇文化芸術劇場「なはーと」が開館
東京オリンピック／パラリンピック開催

・日中平和友好条約
・成田空港開業

1982
那覇空港の施設管理権が米軍から移管

1988
・青函トンネル鉄道開通
・瀬戸大橋開通

・ダイナハ開店　・ベトナム戦争終結

・日中国交正常化、記念にパンダが贈られる
・日本の鉄道開業100年
・喜納昌吉「ハイサイおじさん」発表

仲井真弘多知事就任

1999
・山形屋閉店　・沖縄尚学高校センバツ初優勝
・那覇空港国内線新ターミナルビル完成
・映画「ナビィの恋」全国でヒット

2005

・京都議定書発効
・ダイナハ閉店

・玉城デニー知事就任

2022 沖縄本土復帰50周年
・NHK朝ドラ「ちむどんどん」放送
・美ら島おきなわ2022文化祭開催

・沖縄国際大学に米軍ヘリ墜落
・国立劇場おきなわ開場   ・対馬丸記念館が開館

沖縄本土復帰（5.15）

沖縄本土復帰

・久高島で最後のイザイホー

・具志堅用高、ボクシングのWBA世界ジュニアフライ級の世界チャンピオンに
・平良幸市知事就任

「沖縄国際海洋博覧会」開催

・消費税率が３％から５％に引き上げ
・英国が香港を中国に返還
・普天間空港基地全面返還を発表

・那覇バスターミナル新施設運用開始
・卓球チーム「琉球アスティーダ」設立

・バスケットボールチーム
　「琉球ゴールデンキングス」設立

ソ連、初の
無人探索機
月面着陸

屋良朝苗行政主席就任

・アメリカの有人宇宙船アポロ
　11号、人類初の月面着陸
・東大、紛争の影響で入学試験中止

1971
・仮面ライダー
　放映開始
・カップヌードル発売

・大阪万博開催

一夜にして自動車の通行が
右側から左側に変更
提供：那覇市歴史博物館

・ナハタワー閉鎖
沖縄へ入域観光客数が3年連続で過去最高を更新。
外国人観光客数が初めて100万人を超える

・持続可能な開発目標（SDGs）が国連サミットで採択

・伊良部大橋開通

第二次沖縄振興開発計画（1982 ー1991） 第三次沖縄振興開発計画（1992 ー2001） （第四次）沖縄振興計画（2002ー2011） 沖縄21世紀ビジョン基本計画（2012ー2021） 新・沖縄21世紀ビジョン基本計画

通貨交換への対応

1970

沖縄初のコンピュータ専門
技術者の専門機関、沖縄コ
ンピュータ専門学院開校

1972

沖縄初のIT企業の誕生

1966

沖縄初のIT企業・㈱沖縄電子
計算センター（現：㈱オーシーシー
(OCC)）設立

1975 1978

海洋博のシステム運営
場内情報管理システム、未来型新交通システム
「KRT」「CCVS」など会場の運営管理の随所
で電子計算機が活躍

1980
・㈲沖縄OAセンター設立
・㈱オキコム設立

行政・民間支援でIT企業を設立

1982

沖縄総合事務局、沖縄県、産業技術振興協議会、沖縄県経営者協会の支援のもと、
複数の沖縄県内企業と日本ユニシス社の出資により「株式会社国際システム」設立

198719861984 1985
・㈱ODNソリューションズ設立
・国際ビジネス専門学校開校

沖縄県テレトピア計画1985 沖縄県マルチメディア・アイランド構想1998 2002 ー2011　沖縄県情報通信産業振興計画 2012ー2021　おきなわSmart Hub構想 2022ー2031
おきなわSmart産業ビジョン

1973
琉球銀行の関連会社として
㈱リウコム設立

1981
JA沖縄電算センター設立

日本電気ソフトウェア沖縄センター㈱が独立会社化
（現:NECソフト沖縄）

1988

・沖縄銀行の関連会社として
 ㈱エス・ピー・オー設立
・沖縄県ソフトウェア事業協同組合設立

1996
㈱OTNet設立

1994
㈱アステル沖縄設立

1991 1992 1999

2012 2014
沖縄クラウドネットワーク
（県内主要データセンターや
沖縄IT津梁パークなどの情報
産業拠点をリング状に接続）、
全面供用開始

2013
・初のIT津梁まつり2013
　（現：ITまつり）開催
・（一社）沖縄オープンラボ
ラトリ設立

2016

20192004

2005 2009 2018

2000

20011997 2002
・㈱フロンティアオキナワ21（現：沖縄ソフトウェアセンター（OSC））設立
・ITコーディネータ沖縄（現：NPO法人ＩＴコーディネータ沖縄）設立
・沖縄県情報通信関連産業団体連合会（IT連）設立
・沖縄県商工労働部情報産業振興課設置　

・国内初の本格的な公設民営型のIDCを備える
  宜野座ITオペレーションパーク開設
・ITカレッジ沖縄開校

1998

2020
「ResorTech Okinawa 
おきなわ国際IT見本市
（現：ResorTech EXPO）」開催

2015

（第一次）沖縄振興開発計画（1972 ー1981）

・国内初のソフトウェア開発
ジョイント・ベンチャー

・マルチメディアフェア沖縄開催

沖縄がマルチメディアにおけるフロンティア地域となり、21世紀の
産業創出および高度情報通信社会の先行的モデル形成を目指す

情報通信関連産業を観光・リゾート産業と並ぶ中核的なリーディング産業として、集積・振興を目指す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広く国内外から企業・人材・知識が集積するとともに、情報通信関連産業が新たな価値創造に貢献し
共に発展する「アジア有数の国際情報通信ハブ(Smart Hub)」の形成を目指す　

・NPO法人沖縄地理情報システム協議会設立
・㈱CSKシステムズ沖縄設立　・㈱琉球ネットワークサービス設立

・㈱グリーンネットアジア（現：㈱ジーエヌエー）設立
・沖縄県企画部マルチメディア推進室設置

・沖縄セルラー電話㈱設立  ・㈱ネットワーク設立
・国建システム㈱設立　・沖電グローバルシステムズ㈱設立
・㈱OCC、県内初の「システム・インテグレータ（SI）」登録

・㈱レキサス設立
・㈱CSKコールセンター設立

・沖縄県コールセンター産業協議会設立
・㈳沖縄県情報産業協会（IIA）設立

・FRT㈱設立
・沖縄産業支援センターが小禄に完成

・沖縄自動車道の一部で
全国に先行してETC利用開始

2003

・那覇市IT創造館
使用開始
・北部広域ネット
ワーク整備 沖縄銀行「OKI Pay（おきペイ）」サービス開始

・アジア沖縄iDC協議会設立
・㈱セキュアイノベーション設立
・琉球銀行Visaデビットカード取扱開始

首都圏-沖縄-アジアを結ぶ
直接接続する沖縄国際情報
通信ネットワーク
（海底光ケーブル）供用開始

・学校法人角川ドワンゴ学園がN高等学校を伊計島に設立

・NPO法人フロム沖縄推進機構（フロム沖縄）設立、マルチメディア・アイランド構想を推進

沖縄県が国内外の
情報通信関連産業の一大拠点と
なるためのビッグプロジェクト

ITイノベーションを活用し、新たな価値創造を実現

ビジネスマッチングを通した連携・共創の創出

沖縄IT津梁パーク開設

・トランスコスモス㈱、MCMセンター沖縄開設
・沖縄日立ネットワークシステムズ㈱設立

・名護市マルチメディア館開設

沖縄e-island宣言2001 情報通信技術活用で、県民生活の向上と自律に向けた持続的発展を目指し、県民が一体となって取り組んでいく決意

(一財)沖縄ITイノベーション戦略センター（ISCO）設立

・日本電気ソフトウェア㈱設立
・㈱沖縄事務機（現：オキジム）が
富士通の代理店になる

㈱創和ビジネス・マシンズ設立

・㈱沖縄富士通システムエンジニアリング設立
・㈱コンピュータ沖縄設立
・中部経理専門学校が情報処理教育を本格化

日経ビジネス学院創立

沖縄職業訓練短期大学校
（沖縄ポリテクカレッジ）開校

2006 ・沖縄IT人材育成協議会設立
・㈱沖縄TLO設立　・㈱沖縄クロスヘッド設立

復帰によって米ドルから日本円へ。通貨変更にともない、各企業
はドルベースから円ベースへの電算システム変更に追われた
提供：那覇市歴史博物館

提供：沖縄県公文書館

日本政府主催沖縄復帰記念式典にて
式辞を述べる屋良朝苗知事

（2022ー2031）

情報通信産業が変革を通じて「稼げる産業」へ
成長し、産業DXを支えるパートナーとなり、沖
縄産業の持続的な発展に寄与することを目指す

提供：那覇市歴史博物館

・㈲Ｃ&Ｃアソシエイツ設立
・国立沖縄工業高等専門学校開校
・沖縄デジタル映像祭（第１回）を
総務省が開催

沖縄データセンター設立

沖縄県ソフトウェア産業振興協会設立県立具志川職業能力開発校
新校舎完成

1976

1991

1995 ・ヤフー設立
・Amazonがインターネットショッピングのサービスを開始
・マイクロソフトが「Windows 95」と
　「Office 95（日本語版）」を発売

1973

NECが国産機で初め
てIC回路を全面的に採
用した大型機「NEAC
シリーズ2200モデル
500」完成

電 電 公社 が大
阪万博でワイヤ
レスホンを公開

IBMが世界初のフロッピー
ディスクとドライブを開発

沖電気がかな漢字文節変
換 機 能 搭 載のオフコン
「OKITACsystem9Vシ
リーズ」を発表

SONYが世界初のCCD
ビデオカメラ発売

1975 マイクロソフト設立 1980

1983

・マイクロソフトが「Windows」発表

1984 Appleが「Macintosh
（Mac）」を発売

1987
NTTが携帯電話のサービスを開始

19881976

・アップル・コンピュータ
（Apple）設立
・NECがワンボードマイコン
「TK-80」発売

1978

・日立が8bit機ベーシック
マスター「MB6880」発売
・東芝が日本語ワードプロ
セッサ「JW-10」を発表 2002

1977 1979
・NECが８bitPC
　「PC-8001」発売
・ソニー「ウォークマン」発売

1985
・電電公社が民営化、NTT発足
・ジャストシステムがワープロソフト「一太郎」を発売
・通信端末の自由化と共にG4ファクシミリがヒット商品に

1996

・国内初の商用検索サイト
　「Yahoo! JAPAN」サービス開始
・スカパー！HD放送開始　

1992

1998
・マイクロソフトが「Windows 98」を発売
・アップルが「iMac」を発売　・アマゾンジャパン株式会社設立
・Google設立
・コンピュータ2000年問題に
　関心が集まる

2006 2012
・マイクロソフトが
　「Office 365」サービスを提供開始
・LINE運用開始　・Apple、iPadを発売

住基ネット、本格的に稼働
2013

2017
「マイナポータル」の
本格運用を開始

2016 2019

2020

トヨタが実証都市「コネクティッド・シティ」を
東富士に設置（Woven City）

2022
改正個人情報保護法施行

2008

・Twitterが日本語版サービスを開始
・Facebook日本語版、一般公開
・iPhone、日本で発売

1989
・東芝が世界初のA4サイズのノートパ
ソコン「DynaBook J-3100SS」を
発表
・ＮＥＣが世界最速（当時）のスーパー
コンピュータ「ＳＸ‐３シリーズ」発表
・マイクロソフトが初代「M i c r o
soft Office」発表
・アナログハイビジョン実験放送、BS
で始まる
・任天堂ゲームボーイ発売

1997
・NTTレゾナントが日本語検索サービス
　「goo」サービス提供開始
・楽天市場開設
・IBMのAIがチェスで元世界チャンピオ
ンに勝利

2000 ・マイクロソフトが「ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ」発売
・NTTドコモが第三世代携帯電話「FOMA」サービス開始
・KDDIが日本初となる携帯電話でのGPSナビ機能を提供開始
・BSデジタル放送開始

海洋科学技術センターと
NECが、世界最高速のスー
パーコンピューター「地球シ
ミュレータ」運用開始

2003

1994

1999

2004
・電子納税システム「ｅ‐Ｔａｘ」稼働
・携帯電話による電子マネーサービス開始
　（電子マネー「FeliCa」を搭載した携帯電話（おサイフケータイ））
・アメリカでFacebook設立&大学生向けサービスをスタート
・mixiサービス開始

2011 2015 2021

「デジタル庁」設立
・マイナンバーカードの健康保険証利用の本格運用スタート
・総務省が「デジタル田園都市国家構想推進本部」を設置

パソコンの国内出荷額が
初めて一兆円を突破

インターネットの
商用化がはじまる

・IoT・ビッグデータ・AI～ネットワークとデータが創造する
新たな価値として、Fintechに注目が集まる

スマートフォンの普及
生活に欠かせないインフラへ

1966 1981
・世界初のCDプレイヤーを国内３社同時
　発売
・NECが１６bitPC「PC-9801」発売。
　大ヒットし国産PCの標準機となる

19821967 1969

1968 1971 NHK総合テレビが全放送をカラー化1970

1972
・カシオ電気計算機世界初の電卓
 「カシオミニ」発売
・G1ファクシミリ商品化（通信の自由化）

・IBMトランザクション処理システム「CICS」発売
・住友銀行 (現：三井住友銀行）が日本初のATM稼働
・NHKのFMラジオ、本格放送開始 ・ＮＥＣがオフコン（オフィスコンピュータ）

　「ＮＥＡＣシステム１００」発売
・IBMがウインチェスター型のハードディスク発売
・モトローラが世界初の携帯電話を実演

1974
インテルがマイクロプロセッサ
「i8080」発売

電電公社が日本初のビデオテックス
「キャプテン」サービス開始

・任天堂が「ファミコン」発売

・NTTがショルダーホンのサービス開始

マイナンバー制度運用開始

・NETFLIXが日本での映像ストリーミングサービス開始
・ディープラーニングの手法で、AlphaGoがプロの囲碁棋士に勝利
・改正航空法で無人航空機が定義される

・NTTが「ISDNサービス（ISNネット64）」開始

2005
・Youtube
設立

・愛・地球博に
HONDAが二足
歩行ロボット
ASIMO実演

・アップルがパーソナルコンピュータ
「Apple II」を発表
・コモドール「PET2001」、
タンディ「TRS-80」、ソード「M200」発売
・日本初のスーパーコンピュータ「FACOM230-75 APU」が完成
・モトローラ初の32ビット「MC68000」発売

ビックニイウス
（現：クオリサイト
テクノロジーズ）、
名護データセンターの
サービスを開始

理化学研究所と富士通が開発した
スーパーコンピューター「京（けい）」、
計算速度を競う世界番付で世界首位

・Facebookがメタに社名変更、メタバースに本格参入
・富士通と理化学研究所が共同で開発を進めているスーパーコンピュータ
「富岳」のプロトタイプが、Green500で世界1位を獲得

・インテル設立
・米国防総省が今日のイ
ンターネットの原型「ＡＲ
ＰＡＮＥＴ」運用開始
・電電公社ポケットベル
のサービス開始

・世界で初めてのwebサイト開設
（欧州素粒子物理学研究所）
・Linuxのソースコード公開
・日米半導体交渉が決着

CSアナログ放送開始

ソニー「PlayStation」発売

地上波デジタル
放送開始

ディープラーニングの発明

2007 AppleがiPhoneを発売

・ＮＴＴドコモがｉモード対応の携帯電話を発表。ｉモードサービス開始
・ソニーのペットロボット「AIBO」発売

・たまごっち発売

・タイトーが「スペースイン
ベーダー」発売

・任天堂「スーパーマリオブラザーズ」発売

一般財団法人
沖縄ITイノベーション戦略センター

ITを活用した産業の成長戦略を提示し、産業全体の
生産性と国際競争力を向上させるための司令塔とし
て官民共同で設立。 沖縄県経済の振興を図る産業
支援機関として、県内経済の課題解決と新たな価値
創造を実現するため、最先端のITイノベーションを
活用する場と機会を提供する

NEACシステム
2200モデル200（1964）
電子計算機で受託計算を行い、
事務作業の効率化を目指した

超小型電算機NEACシステム100（1973）
左の電算機と比べるとだいぶ小型化された

（2018）

国内で初めての
32ビットのオフィスコンピュータ
100_58（1984）

オフィスコンピュータの普及 情報通信関連産業の集積（1998～）

沖縄県マルチメディア・ア
イランド構想を皮切りに、
官民が連携してIT産業の
振興（産業集積・基盤整備）
の取組が始まり、現在では
第２のリーディング産業ま
で成長

沖縄IT津梁パーク開設
（2009）
高度ソフトウェア開発等の
新しい情報通信産業の拠
点となり、かつ、アジアとの
津梁機能及び高度な人材
育成の機能等を備えるIT
津梁パークがうるま市に
開設

ResorTech EXPO
（旧：ResorTech Okinawa
  おきなわ国際IT見本市）開催

産業DXの加速化に向け、IT産業と他産業
のビジネスマッチングの創出や機運醸成を
図るため、ITソリューションの展示・商談や、
DX関連のセミナー・シンポジウムが開催さ
れる国際IT見本市

（2020~）


